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■平成29年度第３回さいたま市地方創生・成長加速化戦略 

統合推進本部会議議事概要 

【日 時】 平成29年12月1日（金） 午前10時20分～午前10時30分 

【場 所】 政策会議室 

【出席者】 市長、日野副市長、髙橋副市長、松本副市長、水道事業管理者、教育長、 

総務局長、財政局長、市民局長、スポーツ文化局長、 

保険部長（保健福祉局長代理）環境局長、子ども未来局長、環境局長、 

経済局長、都市局長、建設局長、消防局長、幹事区長（中央区長）、 

総合政策監 ※幹事区長（大宮区長）は欠席 

【議 事】（１）さいたま市まち・ひと・しごと創生総合戦略 改訂の基本方針（案）に

ついて 

     （２）さいたま市成長加速化戦略（案）について 

＜ 議 題 説 明(1)＞ 

議題（１）さいたま市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下「総合戦略」という。） 

改訂の基本方針（案）について、総合政策監から次のような説明があった。 

総合戦略については、「さいたま市総合振興計画後期基本計画次期実施計画」、「し

あわせ倍増プラン 2017」、「さいたま市成長加速化戦略」の策定に基づく事業・目標

との整合を図るため、見直しを実施する。 

新たに策定される計画・プランに合わせて見直しを行うことにより、総合戦略の「５

つの基本目標」の達成を図る。 

見直しの内容については、総合戦略の第３章の施策関連事業（KPI 含む）とする。 

改訂時期は平成３０年４月を予定しており、改訂版に基づく事業の実施期間は平成

３０年度から平成３１年度までの２年間となる。 

今後のスケジュールについては、今回の本部会議で方針を決定いただいたのち、来

年の１月末から２月初旬にかけて、有識者懇談会を開催し、意見をいただく。２月

に本部会議を開催し、成案を決定し、２月定例会に成案を報告する予定。 

＜ 意 見 等 (1)＞ 

 特になし

＜ 議 題 説 明(2)＞ 

議題（２）さいたま市成長加速化戦略（案）（以下「加速化戦略」という。）について、

総合政策監から次のような説明があった。 

加速化戦略については、１０月２３日から１１月２２日までの約１か月間パブリッ
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ク・コメントを実施し、２１名から５２件の意見をいただいた。 

そのうち、加速化戦略に反映させた項目数は３件である。 

１件目が、総論として、参考資料の成果指標について、成果指標と加速化戦略の関

連性を説明してほしいとの意見をいただいたため、追記することとした。 

２件目が、プロジェクトの「２ 日本一安全で環境に優しい『都市の強靭化』」に

ついて、目指すべき方向性と主な取組について、災害にも強いエネルギー供給体制

の確保や非発兼用発電設備の導入・更新等の旨を記載してほしいとの意見をいただ

いたため、「災害にも強いエネルギー供給体制の構築」に関する旨を追記すること

とした。 

３件目が、実施事業の「3－5 スポーツ施設の拡充とスポーツシューレの整備」に

ついて、民間や大学等の協力を得ながら、スポーツ施設を整備してほしいとの意見

をいただいたため、スポーツ施設の整備に向けた取組内容を追記することとした。 

併せて、簡易な字句修正や記載内容の具体化等を行った。 

最終確認をしたのち、１２月定例会にて報告する予定。 

＜ 意 見 等 (2)＞ 

 特になし 

＜ そ の 他 ＞ 

特になし 


